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ネットワーク利用犯罪（統計情報）

石井 希世子　現代フォーラム「セキュリティニュース」編集部

ネット利用犯罪は減少、しかしサイバー犯罪全体の検挙件数は漸増
目立つ「非出会い系」での被害児童数の増加、人権侵犯事件の急増

不正アクセスが過去最多に。児童ポルノは倍増、著作権法違反は3割増
資料6-2-1  サイバー犯罪の検挙件数の推移とネットワーク利用犯罪の内訳

出所　警察庁「平成 21年中のサイバー犯罪の検挙
状況等について」2010年 3月【1 サイバー犯罪の
検挙状況】
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コンピュータ・電磁的記録対象犯罪

ネットワーク利用犯罪
2009年のサイバー犯罪（情報技術
を利用する犯罪）の検挙件数は過去
最多の6690件で、この5年間で2
倍以上に増加した。「不正アクセス
禁止法違反」は前年より794件増の
2534件で、2000年の同法施行後、
最多となった。
「ネットワーク利用犯罪」は前年の
4334件 から3961件 に 減 少（−
8.6％）した。ネットオークション利用
詐欺が前年の1140件から半分以下
の522件に減少したことが大きい。
オークション大手事業者が警察の要
請を受けて「受取後決済サービス」な
どを導入したことが功を奏したという。
このほか「児童買春」が507件から
416件に、「出会い系サイト規制法違
反」が367件から349件に、「青少
年保護育成条例違反」が437件から
326件に減少した。
逆に大きく増加したのが「児童ポルノ」
で、254件から507件へ倍増した。
「著作権法違反」も144件から188
件に30％増加している。

A　サイバー犯罪の検挙件数の推移
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B　ネットワーク利用犯罪の内訳
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相談の最多は「詐欺・悪質商法」4万件、
「オークション」は減少
資料6-2-2　都道府県警察における相談受理件数の推移

出所　警察庁「平成 21年中のサイバー犯罪の検挙状況等について」2010年 3月【2サイ
バー犯罪等に関する相談状況】
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都道府県警察の相談窓口で受理したサイバー犯罪等に関する相談の件
数は8万3739件で、前年より1745件増加した。オークションに関す
る相談は前年より1131件減少し、7859件となった。最も多いのは「詐
欺・悪質商法」の4万315件で、前年より2521件増えている。「詐欺・
悪質商法」のうち64％にあたる2万5856件が、架空請求メールに関
する相談だった。「迷惑メール」は500件増の6538件。

「出会い系」での児童被害は37％減、
逆に「非出会い系」は43％増
資料6-2-3　出会い系サイトに関係した事件の検挙状況

出所　警察庁「平成 21年中のいわゆる出会い系サイトに関係した事件の検挙状況について」
2010年 2月
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いわゆる出会い系サイトに関係した事件の検挙件数は1203件で、前年
より24.4％減少した。「児童買春・児童ポルノ法違反」の398件（買春
358件、ポルノ40件）が最も多く、全体の33.1％を占める。被害者総
数548名のうち453名が18歳未満の児童だ。一方、統計の取り方は
異なるが、「非出会い系サイト」での検挙件数は1347件、うち被害にあっ
た児童数は1136人で、前年に比べ344人増加（＋43.4％）している。

違法・有害該当情報3万3968件、		
削除依頼に応じて1万6064件が削除
資料6-2-4　ホットラインセンターの通報受理件数と違法・有
害情報該当件数

2,591 617
12,818

3,600
14,211

6,122

27,751

6,217

29,105

84,964

135,126 130,586

2006年 2007年 2008年 2009年
0

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

有害情報

違法情報

通報受理件数

インターネット・ホットラインセンターが2009年中に受理した通報件数
は13万586件。前年より4540件減少した（−3.4％）が、違法・有害
情報の該当件数は前年より67％増えて3万3968件に達した。違法情
報の内訳を見ると、わいせつ物公然陳列と児童ポルノ公然陳列だけで
約7割を占める。同センターはサイト管理者などに対し1万8467件の
削除依頼を行い、うち1万6064件が削除された。

ネットの人権侵犯事件急増、	 	
プライバシー侵害と名誉毀損が過去最多に
資料6-2-5　インターネットを利用した人権侵犯事件の推移
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2009年中に全国の法務局などの人権擁護機関が新たに救済手続きを
行った人権侵犯事件の件数は、前年から194件減って2万1218件（−
0.9％）となったが、インターネットを利用した人権侵犯事件は515件か
ら786件へ大幅に増加し、過去最多となった。プライバシー侵害と名誉
毀損で全体の87.3％を占める。また、特定地域が同和地区であるといっ
た書き込みなどの差別助長行為は24件（＋26.3％）あった。

出所　警察庁「平成 21年中の「インターネット・ホットラインセンター」の運用状況につ
いて」2010年 3月

出所　法務省「平成 21年中の「人権侵犯事件」の状況について」2010年 3月
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